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２
０
２
４
年
ま
で
の
低
金
利

政
策
の
下
、
低
利
ざ
や
で
収
益

環
境
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
金
融
業
界
は
こ
こ
数
年
高

収
益
を
継
続
し
て
き
た
。
こ
の

要
因
の

一
つ
は
、
超
金
融
緩
和

の
中
で
金
融
機
関
の
信
用
コ
ス

ト
が
過
去
最
低
レ
ベ
ル
に
抑
え

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
極
め
て
弛
緩

（し
か
ん
）
し

た
金
融
環
境
の
中
で
企
業
倒
産

が
抑
制
さ
れ
、
実
現
し
た
も
の

で
あ

っ
た
。

振
り
返
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊

後
の
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら

２
０
０
０
年
代
初
頭
の
状
況
の

中
で
多
数
の
銀
行
が
破
綻
し
た

最
大
の
理
由
は
（
信
用
コ
ス
ト

の
急
騰
、
す
な
わ
ち
貸
出
先
の

倒
産
や
貸
出
の
延
滞
で
あ
る
。

し
か
し
金
融
環
境
は
２４
年
の

卵
榊
騨
抑
騨

マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除
以
降
、
超

緩
和
状
況
か
ら
大
き
く
変
化
し

て
き
て
お
り
、
今
後
、
倒
産
件

数
は
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
今
年
も

前
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
ヽ

こ
う
し
た
中
、
貸
出
全
体
に

占
め
る
不
動
産
関
連
貸
出
の
ウ

ェ
イ
ト
が
大
き
く
上
昇
し
て
お

り
、
こ
れ
は
地
域
の
中
小
金
融

機
関
も
例
外
で
は
な
い
。だ
が
、

大
都
市
部
に
つ
い
て
は
賃
料
の

引
き
上
げ
な
ど
の
動
き
が
広
が

る
一
方
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に

お
い
て
は
既
存
の
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
で
空
室
が
出
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
り
、
わ
が
国

全
体
が
人
口
減
少
に
あ
る
中
、

・
　

♯

動
産
関
連
産
業

泌

が
業
況
不
振
に

・　

　

　

陥

っ
た
り
倒
産

趣

が

増

加

す

れ

・　
　
　
２

ば
ヽ
金
融
業
界

・　

　

キ
　
ヘ
の
影
響
は
大

鰯

き

い

で

あ

ろ

鈍
　　　醸
　
　
　
スノ。

，
　

．．　
　
　
し
か
し
な
が

ら
、
貸
出
に
慎
重
で
あ
る
こ
と

も
ま
た
大

き
な

，

ス
ク
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
７
月
下
旬
、

全
国

の
信

用
金
庫

の
中

で
も

屈
指
に
高
い
自
己
資
本
比
率
で

あ
る
稚
内
信
金
が
上
部

団
体

に
資
本
注
入
を
要
請
し
た
と
い

う
報
道
が
あ

っ
た
。
長
期
金
利

が
上
昇
す
る
中
、
運
用
を
増
や

し

て
い

っ
た
債
券

の
価
格
が

下
落
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
米
国
で

は
、
２３
年
に
、
超
金
利
上
昇
に

よ
る
保
有
債
券

の
価
格

下
落

を
背
景
に
預
金
が
流
出
し
た
こ

と
か
ら
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀

行
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
パ
ブ
リ
ッ

ク
銀
行
な
ど
が
破
綻

し

て
い

る
。
金
利
上
昇
は
こ
う
し
た
リ

ス
ク
を
招
来
す
る

可
能
性
が

あ
る
。
中
小
金
融
機
関
の
経
営
環
境

は
岐
路
に
来
て
い
る
。
金
利
上

昇
や
倒
産
増
加
の
金
融
機
関
経

営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、　
一
段

と
注
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
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懸
念
さ
れ
る
倒
産
増
と

債
券
価
格
下
落

中   挙   経   う:斎   新   聞

堀幽零素昇査ラト学部教捜
茂

う
え
ば
や
し

。
し
げ
る
　
専
門
は
金

融
論
。
埼
玉
大
学
大
学
院
経
済
科
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（経

済
学
）
。
日
本
銀
行
、
埼
玉
大
学
大
学

院
客
員
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
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長
期
的
に
み
た

先
行
き
は
厳
し

い
。
現
に
名
古

屋
圏
に
お
け
る

不
動
産
参
加
者

の
想
定
す
る
期

待
利
回
り
も
、

低

下

し

て

い

る
。
仮
に
、
不


